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資料

オン・ラインでのXYープロッターの使用

大阪大学理学部本村哲朗

1 . 動機

論文を作成された経験のある方は、御存知でしょうが、グラフを手で作図するのは、非常に時間

をとられる、面倒な作業です。 XYープロッターは、この作業を簡略化してくれる便利な装置です。

これを作動させるには、元のDATAをXYープロッター用のDATAに変換する必要があります。

しかし、 DATAの数が多い時は、オフラインで、パソコン等を使って処理を行なうとこれを手で

入力するのは煩雑だし、メモリーの制限にも悩まされます。

そこで「使い慣れたACOS-1000を用い、元のDATAをFILEから読込み、オンライ

ンのままで、 XYープロッターを作動させたい。」という要望が、出てきます。我々の研究室では

これを実現し、オンラインのままでXYプロッターを作動させています。修論の締切間際、本人は

もちろんのこと（？）、下級生や上級生まで悩ましていたグラフ作成作業は、一日で完了すること

になりました。

2. プログラムの機能

ここに紹介するのは、この要望実現のための前半部、 「DATAをFILEから読み込み、 XY

ープロッター用のDATAに変換し、端末に送り返す。」作業を可能にするプログラムです。後半

部、 「変換されたDATAを受け取って、 XYープロッターに転送し、作動させる。」プログラム

については、読者にお任せします。オンラインでなくても、得られたDATAをフロッヒ°ーディス

クなどに蓄えておけば、これを元にして、オフラインで作動させることも可能です。後半部のプロ

グラム作成の際の注意については、後に述べます。

プログラムは、文字処理機能を備えた、 Fortran77で作成しました。 このプログラムは主に

次のような機能を備えています。

(1) 縦長、横長、いずれのグラフも描くことができる。

(2) X, Y座標は、 I inear, logのいずれかを選択できる。目盛は、左右．上下のいずれに

も入れることができる。（但し、標準は、左と下である。 ） 

(3) 1つの用紙に、最大 10個まで、グラフを描くことができる。

(4) 理論曲線は、スプライン関数を使った内挿値を利用して描くことができる。

(5) 実験値もプロットできる。

使い方の詳細は、マニュアルを、参照して下さい。
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3-DATAに関する注意点

おわりに、読者諸氏が、このプログラムを使い、 XYープロッターを作動させる際の、 DATA

に関する注意点を述べます。まず、 DATAは渡辺測器「マイ プロット ジュニア」用のコード

に沿っていますから、他のプロッターを使う際は、プログラフを弱冠、修正する必要があります。

又、現プログラムは、我々のTSSインテリジェント・ターミナルに合わせて作成してありますの

で、送られてくるDATAは、そのままプロッターに受け渡してよいものではありません。余分な

DATAを取り除くには、行番号6040,6080~6120, 6170~6180 を削除し、 6140 の

「 CHAR(7),']', 」を消去して下さい。以下に、 6040,6080~6120,6140,6170~

6180での実行内容を列挙しておきますので、独自のターミナルを持っておられる方は、修正の際

の参考にして下さい。

行番号 実行内容

6040 CHAR(7怪ターミナルが受け取ることにより、以後、送られてくるDAT

6080 

-6120 

Aは、 XYープロッター用のDATAであることを、ターミナルが認識する。

XYープロッターの作動が遅いので、 24個のDATAをターミナルが受け

取るごとに、 Pauseを入れている。つまり'@'をターミナルが受け取る

と、入力促進(READ文）になって、ターミナルにはDATAを送ってこ

なくなる。 XYープロッターが24個のDATAを全て受け取り終ると、タ

ーミナルは 'CR'をホストに送る。そして、ホストは再びターミナルに向

けてDATAを送ってくる。

6140 6040と重なるが、 CHAR(7), ']'が送られてくると、以後の一連のD

6170 

~6180 

ATAがXYープロッター用のひとかたまりの命令コードであることを、タ

ーミナルが認識する。

, *, が送られてくると、 XYープロッター用のDATAの転送が終わった
ことをターミナルが認識する。

以下、次頁よりプログラムの使い方のマニュアル、プログラムリストを載せます。プログラムや

その他、不明な点がありましたら、下記までお問い合せ下さい。

理学部物理学科森田研究室 内線 (4118)

本村哲朗
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X-Y プッロター用 プログラム マニュアル

目的 オンラインで、書式つきデーター ファイルに入っているデーターを読みこみ、

X-Yプロッター（渡辺測器，マイプロットジュニア）用のデーターに変換

する。

1) データー ファイルの準備

2) 動作手順

3) その他注意

4) 作図例

5) プログラム リスト
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1) データー ファイルの準備

a. 理論値データー

データー ファイルは書式付きデーターで営きこむ。
同じ SCALEしこ呑かせたいデーターを何種類か用意する。
今、データーは id種類あり、 X座標最大n個( 3)参照）あるとする。
つまり、 Y座標は、 X座標n個それぞれに対して、 y (1)からy (i d) 
まである。これらのデーターを次の順に入れておく。

1. id 
2.Xl.Yl (1),Yl (2), —---Yl (id) 
3. X2. Y2 (1), Y2 (2). ----Y2 (id) 
---------------_____ ,,_ 

n. Xn, Yn (1), Yn (2), ----Yn (i ct) 

この場合の座標 (X,Y)の最小値、最大値は、後述するプロットする
時の座標の最小値、最大値とは、関係はない。 それぞれ独立しことって

よい。

（データー ファイルの作り方の例）

CHARACTER CFNAME*40 
DIMENSION X(200),Y(200,10〉
DX=.5 
DO 10 ..IX=l, 21. 
X(IX>=DX*FLOAT(IX-1) 

0010 
0020 
oo:~:o 
0040 
0050 
0060 
0(必5
0070 
00:::::01ご

Y(IX,1)=200-2.5*X(IX) ;Y(IX,2)=100.+2.*X<IXl**2 
Y<IX,3)=100.+5.*X<IXl ;Y<IX,4〉=100.+2.*X<IXl

10 CONTINUE 

0090 l,JRITE(知 *)・・・INPUTKADt-ヽI/FNAME・・・
0100 READい知*> CFNAME 
0110 OPEM(IJNIT=ltふ FILE=CFNAME)
0120 RE1 . .JIND(10) 
0 1 :30 WR I TE (10, *) 4 
0140 DO 20 !X=l, 21 
0150 __ 20ーl,JRlTE.LlO,*)__X..(.!X.) d Y CI X, LL .. , I=l ,4) 
0160 CLOSECUNIT=lO) 
0170 STOP ;END 
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（データー ファイルのリスト）

~-
0. 200.00000 100.00000 100.00000 100.00000 
0.50000(氏）0 l'?:3. 75000 100. 50000 102. 50000 101 • 00000 
1 • 0000000 1'';17. 乞0000 102.0(l(l(l(l 105.00000 102.000(―)0 
1.5000000 1'? ら.25000 104.50000 107.50000 10:3.00000 
:.2. 0000000 195. 00000 1 o::::. 00000 110. 00000 104. 00000 
2.5000000 19:3.75000 112・5が）が） 11:2・50000 105.00000 
:::::. 0000000 192. 50000 11: ョ.00000 115.00000 106.00000 
3. き000000 191.25000 124.500(氏） 117.50000 107.00000 
4. 0000000 1・::: 氏l.00000 132.00000 120.00000 10::::.00000 
4. 51.)(l(H)(l() 1: 三い':!.75000 140. 50000 122. 50000 10'::1. 00000 
5. 0000000 1~:7. 50000 150. 000(〕゚ 125.00000 110.00000 
5. 5000000 1 :3ら.25000 1ら0.50000 127.50000 111.00000 
と..0000000 185.00000 172.00000 130.00000 112.00000 
6. 5000000 1 :::::3. 75000 1 :::kl. 忌0000 1:3:2.50000 11:3.00000 
7. 0000000 1 ::::2. 50000 1·~1::::. 00000 1 :~:5. 00000 114. 00000 
7. 5000000 1 :31 . 25000 2 :'.. 2. 50000 1 ::::7. 50000 115. 00000 
:::::. 00001灰）0 1: 己0.00000 22:::. 00000 140. 00000 116. 00000 
:3. 5000000 l 7¥3. 75{H)() 244. 50000 142. 50000 11 7. 00000 
';I. 0000000 1 77. 弓0000 ・2ら2.00000 14き；.00000 118.00000 
？ ． 忠）000(氏） 1 7ら. 250(H) 2:30 • 50(H灰> 1 4 7 • 50000 1 1 ・丸00000 
10.000000 17き:. 00000 ::::oo. 00000 150. 00000 120. <―)0000 

b。 実験値データー

aの場合と同じくデーターは書式付きで書きこむ。

データーは1種類だけ用意する。
今、データーはX座標最大n個( 3)参照）あり、
これに対応して実験値Yが誤差範囲 Yー△Yaから Y十△Ybまで
あるとすると、データーは次の順に人れておく。

1. TITLE (適当9こつけておく）
2. Xl, Yl, △ y b 1, ―△ Yal 
3. X2, Y2, △ Yb 2. ―△ Ya2 

n. Xn. Yn, △ Yb n, —• Yan 

aの場合と同じく、座標 ex,Y)の最小値、最大値はプロットする時の最小値
、最大i直とは独立にとってよい。次頁しこ、データー ファイルの作り方の例を
示す。
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（データー ファイルの作り方の例）

CHARAtごTER CFNAME*40 00010 
〇0020
000:30 
000,10 
00050 
000/.:.0 
00070 
000:30 
(l(H)90C 

00100 
00111) 
00120 
001::::(こ）

00140 
001弓0
001と,(l

00170 
001:30 

DI MEN:3 I ON X (200 l , Y (200 l , D 1 (200 l , 02 (200 l 
DX=l 
D0.10 IX=l,-11 
X (IX)=DX*FLOAT (IX-1 l 
Y (IX l =X (IX l + 100. ; D 1 (IX) = 1 ; 02 (IX l =-2 

10 CONTINUE 
02(5)=-200 

WRITE(和＊）・'INPUT い::ADA I/ FNAME・・・ 
READ(*,*) CFNAME 
OF'EN (UNIT= 10, FILE=C:FNAME) 
REし,JIND(10) 
l・JF:ITE(lO,*) ・'(OAMMP1,P)・＇
口0 20 IX=l,11 

20 WRITE (1.0, *) X (I X) , Y < IX〉,D 1 (I X) , D2 (I X) 
CLC!:3E(UNIT= 10) 
STOP ;END 

（データー ファイルのリスト）

(I吟 MMA,P)

o. 100纏 00000 1-0000000 -2.0000000 
1 • 0000000 101 • 00000 1 • (l(l(H)(l(l() -2. 0000000 
2 • 0 0 0 0 0 0 0 1 0・・2• 0 0 0 0 0 1 -0 0 0 0 00 0 -2 • 0 0 0 0 0 0 0 
3. 0000000 10:3. 00000 1. 0000000 -2. 0000000 
4 .• 0000000 104. 00000 1 • 0000000 -200. 00000 
5.0000000 105.00000 1.0000000 -2.0000000 
ら.0000000 106.00000 1.0000000 -2.0000000 
7. 000(灰>00 107. 0位）00 1.0000000 -2.0000000 
: ~:. 0(H)(H)00 .108. 00000 1. 0000000 ... -2. 0000000 
9.0000000 10況 00000 1.0000000 -2.0000000 
10.000000 110.00000 1.0000000 -2.0000000 
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2) 動作手離

まず、 TSS用XY-PLOTが人っているDISKを人れ、 LOG ONする。

SYSTEMはFRT7にし、 XYPLOTNをRUNさせる。次のメッセージ

が送られてきたら、 XY プロッターを準備してリターン。

SET XY PLOTER 

以下 リストで示す。

THEN HIT CR 

SET XY PLOTER ! THEN HIT CR 
I各？
1 . SELECT Stこ冷LE PICTUF:E ! 1 OF: 2 
1 y 合XI'.三: > X、AXI巳：

2 .) 

2 X AXI'.;:; > Y AXI:3 
1-:::EY IN 1 OF: 2 
I各? 1 
：己ELECT :::CALE P合TTEr-;:N

X AX I:::: 1 L ! NE,0iR/2 LOCi 
KEY IN 1 1こIR 2 

I*? 1 
Y AXI::: 1 LINE合R/2LC!i3 

KEY IN 1 OF: 2 

Lr*? 1 
3 • OK? --- r-:EY IN Y OR N 
I*? y 
4 . PLOT OR NE¥..J 試：合LEOF: END 
I*? PL 

卜:::EY IN PL 1ごtF: NE OF: EN 

5. X-AXIS -・・XMIN,XMAX,..MESH 
I*? 0,: ヨ,5
6. DIこ1YOU NEED Tl―JP DI'・JI:3ICN? Y /N 
I妥? y 

7. yー合XI:::: • • • YM IN, YMAX, ME:::HY 
I妥? 100,200,5 

8. DO YOU NEEこIRIGHT DI'JI::::ION? Y/N 
I 各-::• y 

9. :3CALE, TITLE, THEDR. tごUR'-...'E, EXP. DATA OR EN[丙’
I*? ::::C 

JLO 
JM 200, 1500 
JD 2:~:00, 1~ 弓00
JD 2::::00, 100 
JD 200, 100 
][I 200, 1500 
JM 200 ...、 13ら(l.
JI •ム-:,r::-・一I? （、-・ 

JM -200, 1220 
JI 50,0 
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これで、・xyプロッターは図を描きはじめる。
以下、リストの番号に沿って説明する。
(1 -9の説明）

1. 

2. 

3. 

縦長か横長かの選択。 1を入力すると裟長、 2を入力すると横長の
図が描かれる。

LINEAR SCALEかLOG SCALEかの選択。 X軸、
Y軸それぞれについて選択する。 1はLINEAR、2はLOG
SCALE。
1. 2. の確認。 Nを入力すると以下のような図が画面に現れ、望
みのSCALEかどうかなもう 1度尋ねてくる。ここでYを入力
すると、 4のレベルヘ進み、 Nを入力すると 1のレベルヘ戻る。
（画面上では、下の図は縦長となってあらわれる。）
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4. プロットするか、新しいSCALEで書くか、終了するかを選択
する。ここで、 NEを入力すると 1のレベルヘ戻り、 ENを入力
すると終了する。

5、7 プロットする時の目盛の最小値、最大値、及びこれによって区切ら
れる区間数を入力する。

LINEAR SCALE 
X (Y) MIN、X(Y) MAXは目盛の最小、最大i直。これは
実数を入れても良い。 MESHは、 X軸を区切る数で最大50。
MESHを 入力すると、 MESHしこより指定された目盛とその
中間点に小目盛、及び大目盛を表す座標がプロットされる。
プロットされる座標が、実数となるようしこMESHを入力しても
よいが、整数部を含まない時は、自動的に整数としてプロットさ
れる。これを実数としてプロットする選択は、許されない。プロ
ットされる座標は、整数部最大5桁、実数の場合はこれに小数部
1桁が加わる。
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LOG SCALE 
X (Y) MIN、X'(Y)MAXは、目盛の最小、
最大値のLOG値を 与える。これは整数で入れる。

X(Y)MIN X(Y)MAX 
つまり 10 、10 が、目盛の最小、最大値を
与える。やはり、この数に従って大目盛がうたれ、

2 
'1 0 'というふうに座漂が人る。小目盛は例えば

2 2 2 
2Xl0、3Xl0、---9X10の部分に打た
れる。プロットされる座標のLOG値は、やはり,_'も
入れて最大5桁である。

6、8 目盛を反対側にも打つかどうかの選択。
9. 何をプロットするかの選択。 SCALEなら 'SC'、THEOR

なら 'TH'と2文字を入力する。

SCALE-―わくと、目盛、座標をプロット
TITLE-―未完成 (0 FF LI NEで処理）
THEOR-—理論値をプロット（後述）
EXP. DATA-—実験値をプロット（後述）
END--4のレベルヘもどる。

XY プロッターが図を描きおえると、再び9のレベルヘ
戻る。

-------------------------
9の詳細説明
THEOR 
9. でTHを人力すると次のようになる。

SCALE, TITLE, THEOR.C:URVE, EXP.DATA OR END? 
1*? TH 
a. INPUT THEOR.DATA FILE NAME・？桜ADAI/FNAME
I各? 60'冦 431認 0/DATl
b. PRINT INPUT DATA? Y /N 
I*? N 

C, INTERPOLATE DATA? Y/N 
I*? y 
d, INTERPOLATION MESH? 
I*? 20 
e. TYPE OF LINE--- 1-STRAIGHT 2 SHORT DASH 3--LONG DASH 

4 DASH DOT 5 D,~SH TしJO DOT 
DATA NOl KEY IN T-YPE--OF LINE 
I*? 3 
DATA N02 KEY .IN TYPE--OF LINE 
I*? 4 
-.. DATA .N03 . KE'l--IN TYPE OF--LINE 

I*? 2 
----DATA-N04 --KEY IN--TYP5 -OF LI ME 
I*? 1. 

JL4 
J 8 lOQ. ___  --

JM 2273, 1412 
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a. ではデーター ファイルの課題番号、サプカタログ、ファイル等を
入れる。 (40文字の制限）入力型式は、課題番号、及びファイルを

入力する場合は、 課題番号／ファイル というふうに入れる。

（ ／ を忘れないように！）

b. ではデーターをもう一度見たい場合Yを押す。
C• しま、データーの内挿を行うかどうかの選択である。ここで、 Yを
入力すると、 Y軸がLINEARの時d. へ入る。
d. のMESHとは データーとデーターとの間の内挿する区間数

である。経験上、このMESHXプロットされるデータのポイント数
は、 300位が適当なようである。 ( 3)参照）

Y軸がLOGの時、 d.しこ入る前に次のようなメッセージが現われる

゜
1...JHIC:H DATA INTERF"OLATE? 1 OfUGINAL DATA /2 LOG DATA 
KEY IN 1 !JF: 2 
I翌?2 

これは、内挿を行なうのにデーターのLOG(直について行なうか、
生のデーターについて行なうかの選択である。最終的には、いずれも

LOG値がプロットされるが精度の点では、 '2'の方が好ましい。
但し、 '1'を使う必要のある場合がある。例えば、データーしこ〇
以下のものが入ってくる様な場合である。内挿しない時は、どちらで

も同じである。

e. プロットされるLINEのタイプの選択である。 1.2. 3. 4. 
5。のタイプについては、 4)の作図例を参照されたい。入力を
終えると、 XYプロッターは、図を描きはじめる。
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EXP. DATA 

8. でEXをキーインすると、次の様になる。

:3CALE, TITLE, THEDR。1こ：UR¥/E, EXP. DATA OR END? 
I拒? EX 

a.. EXP. D合TA FILE NAME? KAD合I/FNAME 
l・J:; ダも09ら4:311ら0/DATEX
b. PF:INT INF'!」T DAT合? Y/N 
I妥7-'N

C. TYPE 1こ1F MAF求:? 1 IごIF:1ごLE 2 TR I At-lC,LE~: CF:O:::::::: 4 BOX 
!*? 1 

]1]3 

JM f::..20, 1::::::::::7 

JD 620, 1313 
JM 410, 1225 
JしJ 410, 1ミ：25 , 1:2, 1:2, Cl, こ必00
]t1 

'、-＇.'勺・'-（・、・・' 1・.-=_ ・.・ .... -:,i=-. _ I 

JD 200, 1: こ：2思
JF:30 ,0 

J~ 必

a, bは、データー ファイル名人力とデーターをプリントするか
どうかの選択。
Cでは、実験値のポイントのマーク。

1. ---0 
2. --—• 
3. ---x 
4. ---0 

入力を終えると、 XYプロッターは、図を描きはじめる。
( 4) 例4参照）

3) その他の注意

1. データー ファイルの作成時( 1)参照）

a. 現プログラムでは、理論値データーとして、 X座標は、 200
まで。又、データーの種類は、 10が最大。これらを超えて
データーファイルを作ると、ディメンジョンエラーとなる

b. 実験値データー数は、最大 100まで。

2. 内挿のMESH ( 2) 9. THE OR. d. 参照）

（内挿のMESHX インプットデーターのX座標数）は、最大1000
までで、これを、超えると、ディメンジョン エラーを起こす。
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4) 作図例

いくつかの作図例を示す。

例1 1次関数と、 2次関数 （縦長 LINEAR-LI NEA
R) 

( 2) 9. の詳細説明 THE OR. の説明に使われた。）

X 2x 
例2 y=lO、y=lO

（縦長 SEMI LOG) 

4: 
例3 y=x (横長 LOG-LOG) 

例4 実験値の作図例（縦長 LI NEA.R-L I NEAR) 

下に向いている矢印は、誤差がY軸の下限を超える事を示す。

( 2) 9. の詳細説明 EXP .. DATAの説明に使われた。）
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（例 1) 番号はLINETIPE 
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（例 2)
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（例 3)
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（例 4)
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0010c 
0020C X-Y PLOT PROGRAM 1983 MAR. 15 
0030C 
0040C FRT77 0 F7PLOT 
0050C 
（．；）（況心C NOTE! SIZE OF DIMENミ；ION 
0070C MO OF MEさ；HOF AXIS I<=MO 
0080C THEOR. DATA Y,_I(XI) I<=M1, ,J<=M2 
00勺OC INTERPOLATION MESH I*MESH+l<=M:3 
0100C EXP. DATA XI I<=Mき
0110C TOTAL NO OF COMMAND TO PLOTER<=M4 
Ol.20C 
0130 
0140C 
Ol.50 
0160 
0170C 
0180 
叫勺0
0200 
021<―) 
0220 
0230 
0240 
0250 
0:2がら0
0270 
0280 

029゚
0300 
0:310C 
位：20 
0:::::30 
如：40 
（：だ造（）

Oc:160 
〇:370 
o:::::::o 
03が）C 
0400 200 CALL MCOMMAN(ISCALE,IXふ IYS,CA)
0410 IF(CA.EQ./NE/) GO TO 100 
0420C 
04::::0 

0440 
04!.50C 
04ら0
0470C 
04SO 
0490C 
0500 
（）弓10
0名20
05::::0 
0540 
0550 
0560C 
0570 
0580 
05勺0
0600 
o, ら10
0620 
O, ら：30 
（：必40

1こ：HARl:-iCTER CA*2,SET*2,ANS*1 

10 wrHTE(*, *) ・・・ さ；ET XY PLOTER ! THEN HIT CW  
READ(*,・ 応 END=100) SET;GO TO 10 
SCALE PICTURE SELECTION 

100 WRITE (6, *)・'SELECTSIこ：ALE PICTURE ! 1 OR 2-' 
WRITE(*,*)'1 Y AXIS > X AXIS 
W R IT E ( * , * > ・' 2 X A X I S ーさ Y A X IS 
WRITE (*, *)'KEY IN 1 OR 2・' 
REWIND 5 
READ(*,*) !SCALE 
WRITE(*,*> ・'SELECT:3CALE PATTERN ! ・・・ 
WR ITE ( * , * > ・・・ X A X I S 1 LI NEAR / 2 LOG ・・・ 
t-JFUTE(*, *l'KEY  IN 1 OR 2・' 
READ(*,*) !XS 
WR IT E ( * , * > ・・・
¥.JRITE<*ぅ＊）・r
F<EAD(*• *) IYS 

Y r-iXIを； 1 LINEAR/2 LOG'・
KEY IN 1 OR 2・' 

WRITE(*, *l ・'OK?--・-KEY IN Y OR N-' 
READ<*,*> AMS 
IF <ANS. EO.'Y'l GO TO 200 
CALL PICTUR(ISCALE,IXも IY'.3)
WR ITE ( * , * l ・ー. m:? ---KEY I N Y OR N-' 
READ(*,*> ANS 
IF(ANふ NE.'Y') GO TO 100 

:::TOP 
END 
**・*廿** SCALE PICTURE ********・*** 
SUBROI」TINEPICTUR< !SCALE, IXふ IVS)

CHARACTER LX*4,LY*4 

IF<IX:c:.EQ,1) THEN ;LX=/ 
ELSE; LX='" 10**・' 
END IF 
IF(IYS.EC!.1) THENllY=" 
ELSE; LY=・・・10**' 
END IF 

l・JRITE C *, * l・・ 
~JR ITE (*, *)・‘
WF<ITE(*,*)' 
WF< ITE < * , *)・'SCALE
IF (!SCALE. EQ. 2) C紀ITO 100 

・・・, LY, , YMAX・------------・-----------------., 
I I., 

I I・" 
I I・・・ 

WRITE<*,*>・9
WRITE (*, *)・＂
i,JR I TE (*, * l' 

I
I
I

 

t
’

9
,
a
,
 

I
I
I
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I .. ・ 
I ... 
I . 

0/:..50 
01:. 必（：）

0も70
01:.,::::0 
01:.・,10 

0700 

0710 
07翠）
07: 灰）

0740 
07気）

07もoc
0770C 
01:::oc 
0790 

0800 
0:::1 o 

~JRITE<*,·tt·l ・9

WRITE(知＊）・9
~ff<ITE< 柊，*)・,•

~JR IT E ( *・， ＊ ） ・・・
vJR I TE 〈外， ＊ ） ・ゞ
~JRITE( 廿·, *・）・,•

I I・・・ 
I I・・ 
I I・・・ 

100 しJnITE(*,*〉,,
vJR ITE (*, *)・・・ 
l・JR I TE ( * , * ) ・・・
l.JRITE(*・，＊）・:

I I・・ 
I I・・・ 

・・・ , L Y , ,・ YM I N -・ -----・--・-------・--・・・-・ --・--・ ― ・-一— ・・・
・', LX, ・'XMIN・',  LX, ・・・XMAX・・・ 

RETURN;END 

** MAIN 1ご：OMMAND ** 

::=:UBROUT I NE MCOMMAN (I就：ALE, IX::: り IY釦 CA)

CHARA1ごTEF:CA*2, Dl¥i-ll・l 
COMMON/ PARA1 / XI,XF,ME::: 旧X,YI, YF, MESHY, .J 1,, じら I1 , I::: ・

（：だ心oc
0830(こ：

0:31¥0C 
0850 
08, ら0
（：氾70
O::::::O 

08'?0>ご：

X AX IS ,Ji ----> ,」2 Y AXVi I 1 ----> I2 

IERR=O; ,_11=1500;,」2=10(日 11=2飢）； !2=2試）（）

IF (I就：ALE.E0.2l THEN 
,J l =300; ,_12=21100; I 1 =300; I 2= 1 700 

END IF 

0900 100 WRITE(6,*)・'PUこIT OR NEしJ:::::CALE OR END • • • f<EY IN PL OR NE OR EN・' 
（⑲ 10 READ(忠 -H・)CA
0920 IF(CA.Eo.・・'NE・・・.oR.CA.EC!.・'EN'') GO TO 1100 
0?30 IF(CA.EC!. ・・'PL・')130 TO 200 
（：）勺40 GO TlこI100 

（^＂）＇？思o,ご
（梵;,1:.,0'.で00 CONTINUE 

09701こ：
（究咆0 ~JF< I TE (/:.., -~l ・··x-AXIf: ••• XMIN, XMAX, MEさ：H' 
0990 READ(5,*l XI, XF,ME::::HX 

l.C氏）0 IDIVX=1 
t O i. O l・JR IT E ( * , * ) ・・・no YOU NEED TOF' D I V I さ；ION? Y / W 
1020 READ(-~·,*) DIV;IF<DIV.Eo.・・・v・・') IDIVX=2 
1 0 ⑳ WFU T E ( 6 , * l ・・・y -/やX I S • • • Y M I N , Y MA X , ME S HY ・' 
1040 READ (5, * l YI, YF, ME::::HY 
lO弓0 IDIVY,,..1 
i 060 し~RITE ( * , 井 ） ・・'[10 YIごIIJI¥IEE D R I GHT D I '-Ji f: I 1こ1N? Y / W 
1070 F:EAD(*,*l DIV; IF<DIV.EO鑢 ・'Y・') IDIVY-=2 
1 or:::o 21 o し~RITE(/::.、, 1000) 
l(I'双） 1000 FORMAT(1H , ゞ・:,:aこ：ALE, TITLE, THEOR. CURVE, EXP. DAT/'¥ 1こIR END勺.,.)
1100 READ(5, 知 EMD=:300lCA
1110 IF(CA.EO・・・・:弐：・')GOTlこI220 
1120 IF (CA. EO. ・・・TI・・・l GIこITO 2:30 
1 J:X> IF (CA.EC!. ・・'TH・ ぐ）00 TO 240 
1140 IF(CA.EI記・・'EX・')GO Tlごt250 

1150 IF(CA.EO.・・'EN・・')GO TO l.00 

1 l.60 GO TtごI210 
1170 笈20 Iこ：ALL f.;C松LE(IS1こ：ALE, IXさり IY年 IDIVX,ID IVY l; 01ごITO 210 
11: 祝） 2: 灰） CALL TITLE; GO TO 210 
1190 240 CALL THEDATA(I:::CALE,IX気 IY:::::) ; GO TO 21 0 

12訳） 250 CALL EXPDATA<ISCALE,IXS,IYS);GO TO 210 
1210 : 如 0 REWIND 5; 00 TO 210 

1220 1100 RETURN;END 
1芦窯）C 
124<冗：

1250 SUBROUTINE TITLE 
1260 PARAMETER (M4==:3000) 
l. 2701こ： CHARACTER 1ご！こII.IT*40,IごC:*40,1こ：X*40,CY*40,CEX*をら CEY*5
12: 筑） COMMON/ PARA!/ XI,XF,MESHX,IYI,IYF,,J1,,」2,I1,I2
12・; ・)(l COMMON / CDA TA / COUT (M4 l 
1300 WRITE (6, * l・'TITLE IS NOT SUPPiこ1RTED YET・' 
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1:.::10 RETURN; END 
1:32(正： *・*** PLOT 8CALE 廿・U・**
認 :.::O SUBROUTINE :::CALE (I筵：ALE,IX気 IVS,IDIVX, IDIVY> 
1 :340 PAF<P,METER (M4=8000 l 
1350 CHAFiACTER CM*l, CD*l, CC崎 1,CI 1 *5, CI2*5, C.J1 *5, C,..12*5, COUT*40 
13ら0~,, CCOMB I-n-40 
1 ::.::71) Clご1MMON / CDATA / COUT (M4) 
1380 COMM! こ1N / PARA1 / XI,XF,MESHX,YI,YF,MESHY,.Jl,,..12,I1,I2 
1ご：',I(瓦：
1.41灰1 CM=・・・M.-・; CD=・'D,・; CC=・',・'; NI=MESHY; N,..l=MESHX 
141 O WRITE< CI 1, , (I 5)・')I1 ;1,JR ITE (CI 2, ・'(I 5 l・・・) I 2 
1420 し~RITE(C,」1,·'(I~,),·),..11; WRITE(C,..12,'(I名）/),_12 
143(11ご
□ 40C ** PLOT FRAME ** 
1450C 
14と、0 ICH=O 
1470 ICH=ICH+1; COUT (ICH) =・'U)・・・ 
14: ヨ0 ICH=ICH+l; COUT (!CH) =CCOMBI (CM, C,J1, CC, CI 1, I:: おALE>
1.490 ICH=ICH+1;COUT(ICHl=CC尤1MBI(CD, C,..11, CC, CI2, !SCALE) 
1500 I CH= ICH+ 1; COUT (!CH) =CCOMBI (CD, C,_12, CC, CI 2, I 8CALE) 
1510 ICH=ICH+1 ;CtごII.IT(!CH) =CCOMBI (CD, C,.12, CC, CI 1, I SCALE) 
1520 ICH=ICH+1; COUT (ICH) =CCOMBI (CD, C._11, CC, CI 1, ISiこ：ALE) 
15:: 吠IC
15401ご** PLOT AXIS SCALE ** 
15501こ：
15紅> CALL AXI:::(!SCALE, IX:: り IDIVX,ICH, ,・x● , )  
1570 CALL AXIS(ISiこ：ALE,IY年 IDIVY, ICH, ・'Y・'l 
1.5:::::oc 
1.5901ご： ** PLOT DIVISION 1ごIF 筵：ALE ** 
lf:..OOC 
l f:., 1 0 I CH= I CH+ 1 ; COUT ( I CH ) = ・・・ C!:::: ・・・ ; I F ( I :: 江：ALE • EO • 2 ) IごOUT( ! CH ) = ・ ゞ00 ・・・
1も20 CALL CHARAC(ISCALE,IX気 !CH,・・・x・'l 
認誕l CALL CHARAC (I:: おALE,I VS, !CH, ,・y-・・l 
1も401こ：
lf:.,!;-;,:. 杞砂・** 01」TPUTTO XY PLTTER **** 
1もらoc
認 70 CALL 訊 ITPUT(ICH〉
1筵ゆ RETURN 
1690 END 
1 7001こ： **・**・H・>紐・******
1710 SUBROUTINE AX誌 (I8CALE,IXY釦 IDIV,ICH, XYl 
1720 PARAMETER(M4=8000) 
17:30 CHARACTER*5 XY*1,CA,CB,CK,CC*1,C尤IUT*'IO,CCOMBI*40 
17'10 C江IMMIご1N /PARA1/XI,XF,MESHX,YI,YF,ME:: 旧Y,,」1,,J2,I1,I2/Iこ:DATA/ClごIIJT(M4)
1 750 DI MEN::: I 1こINLX(2) 
17(:,0 DATA LX/25,50/ 
1770C 
1.780 CC='・,・';IDIVV=IDIV 
17勺oc
認 OOC X(Y) AXI::: 1(1 ----> 1<2 : IE Y(X) AXIS UNIT VECTOR 
1 :?, 1 (llご：
11::20 IF< XY. EC!.・'X・'l THEN 
1 r:::: 灰i f<l=,..11; ド;2=,..12; ME=MESHX; WRITE (Cl<,・・・(15 l・'lI 1 
J.:340 IE=(!2-I 1) /IABS(12-I 1 l 
1850 ELSE 
1: 認 0 I笈1=11;1ぐ2=I2;ME=ME8HY; WRITE (Iこ：I(,'(I5 l・,),Ji
謬 70 IE= (,_12-,J 1 l / I AB:3 (,..12-,J 1) 
1880 END IF 
認 90 IF(IXYS.E0.2) GO TO 10 
1900C 
1910C ** LINEAR AXIS ** 
19201ご
19:::0 20 D,.J=FUこtAT<1<2-1<1 l /FLOAT (ME*2 l; L=-1 
1勺40 DO 100 MX=1,2*ME-・1 
Vi乃気1 ltJRITE (CA,・・・(15 l・・・) INT (D,J*FLOAT (MX)) +Ki 
191:.,0 しJRITE(Iこ：B, ・・・(I5)・') IE*LX((L+1l/2+1l 

大阪大学大型社罪機センターニュース - 59 Vol.14 No. 4 1985-2 



1970 
J.9:::0 
1勺90

2000 
;; iO 10 
2020 

2030 
2040 
; 2050 

2060C 
訊 17(冗：

2080C 

IF C X Y. EC!. ・'X・・・) THEN 

ICH=ICH+llCOUT(ICH)=Cば lMBI(・'M', CA, CC, Cf<, I::'記：ALE> 

I CH= I CH+ 1 ; COU T ( ! CH ) =CCOMB I ( ' I ・' , ・＇（） ・・・ ， Cに CB , I SCALE > 
ELを：E
ICH=ICH+ 1; COUT (ICH) =CCOMBI (,'M', Cf<, CC, CA, I SCALE) 

ICH=ICH+l; COUT (!CH) =CCOMBI ('I・', CB, CC, ・'O ・',I:3CALE) 

END IF 

100 L"'・-・L 
GO TO 1000 

*·~- LOGARITHMIC AXIS ** 

翠汐0 10 D,J=FLOAT < K2-f(1 > / FLOAT (ME) 

2100 DO 200 MI=1,ME 

2110 DO 200 Mf':=1,9 

2120 , ぶIX=UIF (MK. El正 1) JX=2 

21:30 I・JrHTE(CA,'(15)') INT (LU* (FLOAT (MI-1) +LOG10 (FLOAT (Ml<> l > l +Kl 

2140 WRITE(CB, ・'(!5)・'l IE*LX(,JX) 

2150 IF(XY.E記 ・・・x・'l THEN 

211:.,0 ICH=ICH+1; COUT (ICH) =CCOMBI ('W, CA, CC, CK, I就：ALE) 

2170 I CH= I CH+ 1 ; COUT (I CH) =CCOMB I ('I','0・・・,CC, CB, I SCALE l 

2180 EL::::E 
2190 ICH=ICH+1; COUT (!CH) =CCOMBI (,.M,, Cに lこ：C,CAっ!SCALE>

盆飢1 ICH=ICH+1; COUT (ICH) =CCOMBI (・'I・・・, CB, CC, ・'O ・',!SCALE)

2210 END IF 
2220 200 CONTINUE 

2230 1000 IF(IDIVV.E0.1) GO TO 1100 

2240 IDIVV=1; IE=-IE 

2250 IF (XY. EO.'X ,・) THEN 

2260 WRITE(CK, ・'(15)・') 12 

2270 EL::::E 
2280 WRITE(Cド；，.,(15)・'l J2 
2290 END IF 
2300 IF (IX Y:::-1 l 20, 20, 10 

2310 1100 RETURN;END 

2:32oc *廿・**・M・************
2::: 氾：0 さ；UBROUTINE CHAFiAC(!SCALE, IXY包 ICH,XY>

2:340 PARAMETER (M0=50, M4=8000 l 

2:350 CHAF<ACTER廿5 XY*1, CC*7, CC1*7, CA, CB, C4, C0*1, COUT-≪-40, 1ごCOMBI*'IO

2::::1:.,c, COMMON /PARA1 /XI, XF, MESHふ YI, YF, ME SHY, ,」1,,J年 I1,12 /CDATA/COUT (M4) 

2::::70 DI MENS I ON CC (MO) 

2380C 

2390 
2400C 
2410C 

2420C 
2430C 
2440C 

2450C 
；で41:.、(l

2470 

24:::0 

2490 
2500 
2510 

2520 
25:30 

254位：

CO=・・・, ・・・; M~t,.J=O 

X (Y) AXIさ： f<1 ----> K2 

DATA VALUE RI----> RF 

UNIT VECTOR IE1 

Y<X> UNIT VECTOR IE2 

IF(XY.EQ.'X') THEN 
Kl =,J 1; K2=,J2; ME=ME:::HX; L 1= I 1; RI =XI l RF=XF 

IE1= (,J2-,..11) /!AB~;(.J2-,J1); IE2= (12-I 1) / IABS (12-I 1) 

ELSE 
~::1=I 1; ~::2=12; ME=MESHY; L1 =,Jl; RI=YI; RF=YF 
IE 1 = (I :2-I 1 l / I ABS (I 2-I 1) ; I E2= (,J2-,J 1) / I ABS (,J:2-・,J 1) 

END IF 
IF(IXYS.EQ.2) GIこ1TO 10 

255成： ** LINEAR ** 
25らoc
2570 ICH=ICH+11COIJT(ICH)=・ 怠じ

25:30 F ,J= (RF-RI) / FLOAT (ME) ; D,J=FLOAT (f<2-ド;1l/FLOAT<ME*2l 

2590 DO 100 M,J=1, ME+1 

2600 ccふJe:F,J*FLOAT (M,J-1) +RI 

2610 WR I TE (CC (M,J l , ・・・(F7. 1 l・'l CC,J 

2620 100 IFCABSCCC,Jl.LT.1.E-13) M~l,J=M,J 
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：えらさ心

;ぞ'.l.:..40
認 50
認，邸）

認 70
認的C
認穴）

27成）
2710 
2720 
勾：30 
: 2740 
2750 
27紅）
2770 
2780 
27穴 I
芯灰）（：）

認 10
哀⑳

翠：：：：：O
•翠：40 
2850 
2もら0
2:370 
; 2: ョ：ヨ0
21::: 究）
29001ご：
29101こ：
2'空20C
；も-;,::::o
2940 
2950C 
忍..,,, ら0

芦;,70

2勺E:O
2990 
: 3000 
: 3010 
：：：氏）20 
:：：： o::::o 
:：：: 040 
: 3050 
: :=.:060 
:：：： 070 
:：：: 080 
: :=.:090 
3100 
3110 
: :::120 
:：：: 130 
:：：：： 14(―) 
: :=.:1名01こ：
: 3160C 
: 3l. 701ご
: 31::::oc 
忘：190 
: 3200 
： 3210 
: 3220 
: 3230 
: 3240 
: :=.:2名(l

: 3260 
:'.=:270 
: 3280 

M,J=1; IC=1 
l. 10 IF (CC (M,J) (7: 7) • NE. ・・・o・'.AND.CC<M... 1)(7:7).NE.・' ・・・) I炉迂

IF(IC.EG•.2.0R.M,J.EQ.ME+l) GO TO 130 
M,_l=M,J+ 1 ; GO TO 110 

130 Iこ：ONTINUE 

DO 120 M,J=1, ME+1 
CC:1=1ごC(M,.J) ; CALL BLANK (CC 1 , IL, IC) 
IF(XY.E1記 ・'X・・・) THEN; IL1=IULC1=1:3; IL2=1; LC!=4釘 LB2=:灰 l
ELSE; IL1=1; Uこ：1=24; IL2=IL; LC2=:30; LB2=';: 虎1;END IF 
l・JRITE (CA,・・・(!5)・'〉 INT(D._l*FLOAT((M,J-1>*2>)+K1-IE1*IL1*LC1 
WRITE<CB, ・'(15)・'> L1-IE2*(IL2*LC2+LB2) 
ICH=ICH+l 
IF<XY.E1記・'X・・・) THEN 
C尤1UT(ICH)=IごCOMB!(,・M,・, CA, CO, CB,・I訊：ALE) 
ELSE;C氾1UT(!CH) =CCOMBI (・'M・', CB, CO, CA, I就：ALE> 

END IF 
!CH= ICH+ 1; COUT (ICH > ='F"'I /CC1 

120 CONTINUE 
IF(M,_1,J. EQ. O. OR. XY. E恥 ・・・X,・l RETURN 
WRITE(CA, ・・・(15)・'> INT<DJ*FLOAT((M,J,_1-1 >・ 紅2))+f<1
WRITE(CB,'(15) ,・> ._12-J1 
WRITE(C4, ・'(15)・・・) ,_11 
ICH=ICH+1; COUT(ICH)=・'LO・9
ICH=ICH+1;COUT(ICH)=CCOMBI('M・、,C4,CIこ1,CA, I :::CALE l 
ICH=ICH+1; COUT (ICH l=CC1こ1MBI ('I', CB, CO , ・'0 ,・, I :c尤：ALE) 
RETURN 

** LOGARITHM ** 

10 IRI=Rl+SIGN(.1,RI);IRF=RF+SIGN(.1,RF> 
DI=FLOAT(f<2-K1)/FLOAT(ME) 

IF ( X Y • EQ • ・・・ x ・・・ > THEN ; WR ITE ( C4 , ・' ( ! 5 ) ・・・ ） I E2*4 0 ; ,JYY=L 1 -・ I E2*90 
EU:E; WfU TE (C4, ・'(I 5)・') IE1*40 ; ,JYY=Ll-IE2*170 

END IF 
DO 200 MI=1,ME+1 
WF<ITE (CA,・'(15 >'>~'.1-IE1 *25+INT ([!!*FLOAT (MI-1) > 
l,JR ITE ( CB , ・・・ ( I 5 ) ・' ) ,J YY 
WRITE(CIご1,.. • (15)、')IRI+MI-1;CALLBLANf<(CC1,IL,2> 
ICH=ICHi・l; COUT (ICH) =·'Sら•イ

IOl"'ICH+1 
IF(XY.EG!. ・・・x・') THEN 
COUT(ICH)=CCIこ1MBI (・・・M・・・, CA, CO, CB, I SC沿LE)
EL::::E; COUT (I CH> =CCOMB I (・'M・・・,CB, CO, I珈 I就：ALE> 

END IF 
I CH= I CH+ 1 ; C1こ!I_IT( I CH ) = '. P 1 0 ・ク
ICH=ICH+1; 1ご1こ!UT(!CH) =・'S4・' 
ICH=ICH+1;COUT(ICH)=CC尤1MBI(・・・R・・・, ,・o ,・, CO, CA, !::::CALE) 
ICH=ICH+l; COUT (ICH > ='P・・・/ /CC1 

200 CONTINUE 
RETURN;END 

** REARRANGE THE CHARACTER STRING 
AND FI ND NUMBER OF 1こ：HARACTER: ヨ＊＊うt

訊.IBROUTINEBLANl<(CD, IB, IC) 

CHARACTER CD*7,CB*1 
CB=,・ ・・・; I D=LEN (CD) 

!=1 
100 IF(CB.NE.CD(I:I))GO TO 2訳 l
I= I+ 1 ; IF (I • LE. ID) GO TO 100 

2飢 1IB=I 
IF (IC. EG!. 1 l THEN 
CD=CD< IB: ID-・2); 18=6-IB 
ELSE;CD=Iこ：D(IB: ID>; IB=:3-IB 
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:3290 
: 3:300 
: 3::::10 
: :::::320C 
: ::::::::30C 
: 3340C 
： 3;:::50 
: 3:31:.,0 
:：：:：：：： 70 
: ::::3::::o 
: 3:::1•: りoc
芯：400 
: 3410C 
::::420 
: 342ゆ
:：：： 4401こ：
: :.:450 
: 34邸）

3470C 
芝：480 
:：：：4・クoc
芝名00
: 3510 
: 3520 
:：：： 530 
: :::540 
:：：： 550 
: 35(:,1)1こ：
:；芯70
: :::5: 砥）1こ：

'.359(―ー）

3600 
：認10
祝、20
•こ必：：：心

：認40
:3と忘0
:3と,60
：認70

:3が30
:'.':I:. タ0
: 3700 
: 3710 
: 3720 
: 3730 
:：：: 740 
:3 750 
: 37邸）
: 3770 
37:30 
: 37'叩
2::=::001こ：

END IF 
RETURN 
END 

** DATA READ FROM DATA FILE (TH) ** 

SUBROUTINE THEDA TA (I S1こ：ALE,IXS,IYS) 
PARAMETER (M1=200,M2=10) 
CHARA! こ：TER CFNAME*4Cりcc滋 1,CA*l 
COMMON / DA TIN / X (M 1 l , Y (M 1 , M2 l , M X , MY 

ICH=O 

10 WRITE(6,*l'.INPUT THEOR.DATA FILE NAME? KADAI/FNAME・' 
READ(5,*lCFNAME 

CL0'.3E (UNIT=10, IOSTAT=IS, ERR=900, STATUふ；＝平：EEP・') 
OPENCUNIT::,10, IIこISTAT=IS, ERR=900, FI LE弐 FNAME,STATIJ'.::=・'OLD・') 

REWIND(10) 

READ(1(ふ*> MY 
IF(MY.GT.M2) GO TO 910 
NX弐）

100 N炉 NX+1
READ(10,*,END=200)X(NX),(Y(NX,NY),NY=l,MY);GO TO 10〇

200 MX=NX-1 

9こ：LO::::E(UNIT=10, IOSTAT=I知 ERR=900,STATUS=平：EEP・・・l 

IF<MX.GT.M1>GO TO•;,10 
WRITE<も,*)'PRINT INPUT DATA? Y/N" 
READ(5, 丼）CC;IF(CC.NE.'Y')GO TO ::::OO 
DIこ1400 NX=1, MX 

4飢） WRITE(/:.、,*) X (NX), (Y (NX, NY), NY=1, MY) 
訳）0 DO 510 NX=l,MX 
510 X(NX)=FUNC(X(NX),IXS) 
t,JRITE<f:..,*>・'INTERPOLATE DATA? Y/W 
READ(5,*) CA ;IF(CA.NE."Y"l GO TO 35(} 
IYNS,,,IYS; IF (IYS. Eel. 1) GO TO 350 
しJRITE(*,*)'WHICH DATA INTERPOLATE? 1 ORIOINAL DATA /2 L.00 DAT介
WRITE(*,*)・'l<EY IN 1 OR 2' 
READ(知*) INTER 
DO 500 NX==l,MX 
DO 弓00 NY=1渭 Y

翫 10 Y(NX,NYl=FUNC(Y(NX,NY>, INTER) 
IF (INTER. E恥 2) IVNS=1 

: 350 CALL I NTPL (ME:3H, CA) 
1こ：ALL XYDATA(ISCALE,IYN釦 ICH,ME:::H)
1こ：ALL OUTPUT(ICH) 
RETURN 

:：：:: ::10 900 WRITE<と．，丼） 'READERR IN THEDATA・';GO TO 10 
3820 910~JRITE( か* l'INPUT DATA EX1こEEDSDIM<ふ Yl=・',ト1X,MY
哀：：：：心 RETURN
: :::840 END 
:：：：: 350C 
:：：: 8, ら()Iこ：
:：：： :::70C 
:：：:: ::81) 

: :::890 
：：： :900C 

** INTERPOLATION OF DATA *廿

SUBROUTINE I NTPL (ME::::H, CA) 
PARAMETER (M1=200,M2=10,M3=1000l 

1こ：HARACTER CA*l 
COMMON/ DATIN / XIN(M1),YIN(M1,M2),MXIN,MYIN 

: :::,;,10 
：：：内20
: 3930 
:：： :940 

〇こ1MM1こIN / DA TOUT / XOUT (M:3), YOIJT (M3, M2), MXOUT, MYOUT 
DIMENSION XS(Ml), YS(M1), XXS<M:::), YYS(M3) 
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:3950C 
: :,:9ら0 IF(Iこ：A.NE.・・ 會y,・)GOTO 1000 

397(―ー）（こ：
: ;::,-;,: ミ：（：）

:：： :990 

'lOOOC 
11010 
4(泣（：）

40301こ：

WRITE(とゥ*l ,・INTERPOLATION ME!::;H・y 

READ<5,*)MESH 

MYOUT=MY IN; MXOUT=MESH* (MX IN-1 l・ 日1

N:3司 MXIN; NNS=MXOIJT 

XIこ1UT(1)=XIN(1)

[IIこ1100 MX-=2,MXIN 
[IIこ1100 MXX""l,MEミ；H

4040 
4050 
4060 

4070 
40:30 
41冗I(況：

100 XOUT (MESI+汁<MX-2) +MXX+l) = < XIN (MX l-X IN (MX-・1)} *FLOAT (MXX) 

3dFLIこ1AT(ME13H} +X IN (MX-1) 

11100 [Itこt200 MY=l,MYIN 

111101こ：
4120 DO ::::oo MX=l, MXIN 

'11:30 X::;(MX >=XIN(MX) 
4140 ::::oo YS(MXl=YIN(MX,MY) 

~·1501こ：

4160 [11こI310 MX=c1,MXIこIUT
4170 :310 xx:c;(MX)=XOUT(MX) 

41:::0C 
4190 >こALLS:3N(X::'りYt:,NS, XX釦 yy年 NNt:)

42001こ：
4210 [IIこ1:320 MX=l, MXOUT 

4Zで0 :320 YOUT(MX,MYl=YYS<MX l 

42::C:OC 
'1240 2℃） 0 CONTINUE 

RETURN 
1(氏）0 DO 400 MX,.,1,MXIN 

XOUT(MX>=XIN(MXl 

DO 400 MY=1,MYIN 
400 YOUT(MX,MYl=YIN(M知 MY>

MYOUT=MYIN; MXtこti」T=MXIN;MESH=O

RETURN;END 

** DATA TRANSFORMATION FOR XY-PLOTER ** 

訊 IBF<IこtUTINE XYDATA(I!: 記：ALE,IY気 ICH,ME::::H) 
PARAMETER (M3= 1 OOtお M2=10,M4=8000)

42忌01ご：
42邸 l

4270 
42成）
4芯;,o
4::::00 

4-310 
4::: 心0
4330C 
4::::4.oc 

43名oc

4360 
4370 
4'.:; 氏,:o
4390 
4400 

4410 
4420 

4430 
44401ご：
44501こ：
44も(l
4470 
44!: ゆ
4490 
45001こ
4510( 

4包20C
45::; ゆ

4540 

4550 
4560 
4570C 
45:::0 

45初）

4-600 

CHARACTER 1ご：H*1, CM*1, CD*l, CA*1, CC*1, COUT*40, CHX*5, CHY・tt・5 

知図OMBI科40,CLT(6l*2,CLS(ら）*4 

DIMEN呂ION IX CM::::) , I Y < M::::, M2) 

COMMON / D(-iTOUT / X (1'1:3), Y (Mふ M2),MX,MY 

C尤tMMON / CDATA / ClこtUT<M4>
COMMON/ PARA1 / XI,XF,MESHX,YI,YF,MESHY,,J1,,_I~ ら I1, 12 

CH= ・・・ H ・・・ ; 1こ：M= ・' M ・' ; CD"' '. D ・' ; CC= '・ , ・・・
CL T (1 l ='LO・・・; CL T (2)=・'Ll'; CL T<:3)=・'L.4・'; CLT (4) =・'L6・・・; 1こ：LT(5 l =-'L:3・' 

CL!c:: (1) ='"8100'; Iこ：L!c::(2) ='B 50,; CLS (::::)='"810<)'" 

1こ：Ls< 4 > "'.・・s1so・';CLS (5 l ='B150, 

** F'UこIT DATA POINT ** 

DO 100 NX=l+ME:::H, MX-ME!3H 
IX (NX l =FLOAT (J 1 l + (X (NX)-XI)/ (XF-X I l *FLOAT (,_12--,...11 l 

DO 100 NY=1,MY 
100 IY(N応 NYl=(FUNC(Y(N知 NY),IYS)-YI)* FLOAT(12-I 1 l / <YF-・YI)+FUごIAT(I 1) 

l~RITE(/.:., 1000〉
1000 FORMAT(lH ,'TYPE OF LINE 

~,,2X,·':3 LONG DASH', 
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4と,10 &/, 1H , , ・4  DASH DOT 5 DASH TWO DOT') 
4620 DO 200 NY=l,MY 
4630C ICH=ICH+UCOUT(ICH)=CH 
4640 WRITE(か＊）・'DATANO・', NY,,, KEY IM TYPE <こIFLINE'° 
底 ,50 READ(5, *) NLINE; ICH==ICH+1; COUT C ICH) =CL T (NLINE l 
4らら0 ICH=ICH+l;COUT(ICHl=CLS<NLINEl 
4670C 
1.J-680 CA=CM 
4と、勺0 DO 210 NX=1,MX 
4700 IXX=-IX(NX)lIYY=IY(Nふ NY)
4 710 IF ((IX X-,J 1) * (IX X-.J2) • GT. 0. OR. (I YY--I 1 l * (I YY-・I 2) • GT. 0 l 131こITO 220 
4 720 WRITE (CH X, ,, (I 5 l ,, l IX X; WRITE< CHY, ・'< I 5 l・'lIYY
4730 ICH=ICH+1; COUT(ICH l =CCOMBI (CA, CHX, CC, CHY, I:::1こ：ALE) 
4740 CA=CD;GO TO 210 
47芝;o 220 CA=CM 
47ら0 210 CONTIMUE 
4770 200 CONTINUE 
4780C 
4790 ICH=ICH+l;COUTCICHl=CLT(1)lICH=ICH+1;COUT(ICH)=CLS(1) 
4800C 
4810 RETURN;END 
4820C 
48::::i瓦：
、1840C 廿* PLOT EXP. DATA ** 
4850C 
48ら0 SUBROUTINE EXPDATA(I SCALE, IXふ IYS)
4870 CHARACTER CFN*40, CT I TL *80, CC* 1 , CM* 1 , CD・ 日1,CA*l, 
4880 t,CX*5, CY*5, CXL*5, CYL*5, CXH*5, CYH*5, CCOMBI*40, COUT・ 知40,1こ：ER*15 
4E:90C 
4900 PARAMETER(M4=8000,M5=100) 
4・,11oc 
4920 
49::::0 
4940 
4950C 
491.:,(疋：

4970 
4980C 

COMMON/ CDATA / COUT(M4) 
COMMON/ PARA1 / XI,XF,MESHX,YI,YF,MESHY,,」1,,jふ Il,I2
DIMENSION DX< M5), DY< M5), D1 (M5), D2< M5) 

ICH=O; CM='・M・'; CD=/D'; CC=',・' 

4990 10 l-lRITE<と,,* l''EXP. DATA FILE NAME? f,:ADAI/FNAME'' 
5000 READ(忘 *lCFN
5011)1こ：
忠020
50:30 
5040 
50試）
5(必oc
忠070
成）80 

5090 
5100 
5110 
5120C 
~-1~:I) 
5140 
!.:i150 
名1ら（）
5170 
5180C 

CLOSE(UNIT=10,IOSTAT=I::: りERR=900,STATUS=宋 EEP')
OPEN(UNIT=10, IOSTAT=Iふ ERR=90か FILE=CFN,STATUS=・・'OLD・'l 
REWIND(10) 
READ(10,*lCTITl.. 

NX=O 
100 NX=NX+l 
READ(10, 和 END=200)DX(NX), DY(NX), Dl (NX), D2<NX); GtこITO 100 

200 CLO::::E<UNIT=10, IOSTA戸 Iふ ERR=900,STATUS=・"KEEP・・・> 
NDATA=NX-1; IF(NDATA.GT.M5)GO TO 910 

WRITE(か *)'.PRINT INPUT DATA? Y/W 
READ(5,lt・)CA; IFCCA.NE. ・'Y') GO TO 300 
WRITE(6, lt・)CTITL 
DO 400 NX=l,NDATA 

400 WRITE(6,*)DX(NX), DY(NX), 01 <NX), D2(NX) 

51°;''0 300 WRITE<も 1000)
をi200 1000 FORMAT (1 H ,'TYPE OF MARK? 1 CIRCLE 2 TR !ANGLE 3 CROミ::::4 Btこ,x,)
5210 READ(5, ll・)MARK 
5220C 

XFI=FUこIAT(,J2-.J1)/ (XF-XI); YFI=FLOAT(12・-I 1) / (YF-YI) 5230 
5240 
5250C 

X,...11=.JU Ril=I 1l IEX=(.J2-.J1 l /IABSC,」2-.J1 l ; I EY= (I 2-I 1) / I ABS (I 2・-I 1 l 

521::、0 DO 500 NX=1,NDATA 
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忠270 I X::X,J1 パ FUNG ば以ばXl,IXS> — XIl*XFI;IXL=IX — IEX*12lIXH=IX十 IEX*12
包：2:::0 IF ((I X-,Jl) * (I X-.J2l. GE. 0) GO TO 500 
名2·,•0 IY=(FUNC(DY<NX), IYSl-YI l*YFI+RI 1 
弓：；氏）0 IYH=(FUNC([IY(NX)+D1 (NXl, IYS>-YI l*YFI・t-F<I1 
5:310 IYL.=(FI」NC(DY<NXl+D2(NX), IYS)-・YI l*YFI+RI 1 
5320 IYH=MINO(IYH, I2); IYL=MAXO< IYL, I 1) 
5緊：0 I XH=NEAR (I XH, ,J2, ,.__11 >; I XL=NEAR (IXL, .Jl, ..._12) 
5340C IF([IY(NXl+02(NXl.LT.O. lIYL=Il 
名：；だ,OC
忠3ら(I

5::::70 
5:::: 訊IIこ：

しJRITE(CX,・'(!5)') IX; し~RITE(CXL,'(J5)') IXL; WfUTE (CXH, ,·(I~;)·') IXH 

忘'.::90
5400 
,51110 
5420 
5430 
5440 
5450 
忠4ら（：）
'.5470 
5480 
54・,10 
55飢 l
だ茫;10
5520 
5,5誕 l
咬540
5550 
55邸 l
g呂70
5呂80
名5穴 l

呂紅10
醗 ,1(I 

51.:,20C 

WRITE(CY, ・'(I::'.,)・')I Y; WR I TE (CYL, / (I 5) / l I YL; WR I TE (CYH, ・・・(I 5 l・・・l I YH 

IF (I呂CALE.E恥 2) (紀ITO 1100 
I Iこ：H=ICH+1 ; COUT (ICH) =・'t;-,!3・' 

1100 ICH=ICH+1; Ctこ1UT(I CH) =CCIこtMBIC CM, CXL, CC, CYHっI::aこ：ALE) 
ICH=ICH+1; COUT (ICH J =CCOMBI (CD, CXH, CC, CYH, !81こ：ALEl 
ICH=ICH+1; COUT (ICH l =CCOMBI (CM, ex,・',', CY, I SCALE l 
GO TO (1,2,3,4),MARK 
2 ICH=ICH+l;COUT(ICH〉=・'ミ；b・'; ICH=ICH+1; COUT (ICH l =・・'N4・'; GO TtこI/.:..00 
:3 ICH=ICH+l; COUT (ICH) ='Sと，・';ICH=ICH+l; COUT < ICH) ='"N7・'; 1::: 記ITO 600 
4 ICH-=ICH+1;COUT<ICH>='S6'; ItごH,.,ICH+l;COUT(ICH)='N図；00 TO f:.,(H) 
1 ICH=ICH+1; CER=CCOMBI (・'W・', ex,・',', CY, I SCALE) 
COUT ( I CH l "''こ：ER / / ' , 1 2 , 1 2 , 0 , 31:.,00 ・ぐ

ら00 ICH=-ICH+1;COUT(ICH)=CCOMBI<CM,CX,CC,CYH,ISCALE) 
IF(IYL.EO. 11)00 TO 700 
ICH,.,ICH+1;COUT(ICHl=〇：：OMBI(CD,CX,CC,CYL, I!3CALE) 
ICH=IIこ：1-1+1 ;c:1こtUT(I CH) =CCOMBI (1こ：M, CXL, CC, tこ：YL,ISCALEl 
ICH=ICH+1;C江If」T(ICH)=tこCOMBI(CD,CXH,CC,CYL,ISCALE);GOTO 500 

700 IYL=MAXO (I 1, IY-300 >; WRITE (CYL,'(15 l'l IYL 
ICH=ICH+1; COUT (ICH l =CCOMBI C・'D・', ex, ・、 ,',CYL,ISCALE)
ICH=ICI+卜1;C:1こ!UT(I CH) =CCOMB I C・'R・', "0',  " , ・','::::o 
ICH=ICH+1; GOUT C ICH) =・''.=必/
11こ：H=ICH+ilCOUTCICH)="N炉

500 CONTINUE 
CALL OUTPUT(ICH) 

・', I SCALE) 

醗 ,30 RETURN 
茫,/.:,4(1 900 WRITE(/.:.,*)'READ ERR IN EXPDATA'・;oo TO 10 
51.:、名0 910 ¥,,JRITE(/.:.,*l'INPUT DATA EXIこ：EEDS DIM NDATA=・', NDATA 
忠ら60 RETURN;END 
56701こ：
:5t,80C 
5690C 
5700 
合710
5720C 
: 57ご：（：）
5740C 
ぎ7::,(1

5760 
:5770C 
ぢ780
5790 
5包）（：）
5::::101こ：
忠E芯し:oc
58::::01こ：
5:::'11) 
5:::51) 
581.:,(ー）

~5870 
5:: 芯oc
巴8"X>C

5勺ooc
5': ~I 1 (I 
弓0,120

**ミ;ETC尤10RDINATESFOR XY PL TTER ** 

CHARACTER*'l-0 FUNCTION CCOMB.1 (CA, CB, CC, CDっ!SCALE)
CHARACTER*5 CA* 1 , CB, CC・* 1 , CD 

IF (Iさ；CALE.EIJ..1) THEN 
Y AXIS > X AXIS 
C心OMBI=CA//CD//CC//CB
ELSE 
X AXIS> Y AXIS 
江：OMBI=CA//CB//CC//CD 
END IF 
RETIJRN;END 

** SELECT NEAREST NEIGHBOUR OF ,J,J ** 

FUNCTION NEAR (I 1, 12, ,._I.J) 
NEAR=I 1 
IF(IAEじ3< I年・ふI).LE. !ABS(I 1-.J,J)) NEAR=I2 
RETURN;END 

** IF I X=2 THEN FUNC=LOG (X) ELi:;E FUNC=X ** 

FUNCTION FUNC(X,IX) 
FIJN1こ=X
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忠・,,:灰l
5940 

5勺50C

5勺6<双：：
59701こ：
5"哭：(l 

5守沢l
6(双）（：）

6010 

6020C 

60:30C 

6040 

6050 

60もoc

IF (IX. E1記 2) FUNC=LOG10(ABS(X)) 

RETURN;END 

** OUTPUT DATA ** 

SUBROUTINE OUTPUT(ICH) 

PARAMETER (M4=8000) 

CHARACTER COUT*40 

COMMON/ CDATA / COUT(M4) 

WRITEC*,ll・〉 1こ：HARC7l 

ICH=ICH+1; COUT (!CH l =-・w・ 

DO 200 IX=1,ICH 

IF(MOD(IX,24) .EO.O>THEN 

WRITE (*, * l・・・ 忍

REA0(5, 和 END=lOO)DAMMY

100 RE\~IND 5 
END IF 
I MAX= I BL.NI,: (COUT (IX〉)

6070 

6080 
6(汐（）

6100 

も110

も120
ん 1~':0
と,140

6150 

200 WRITE<か 300) CHAR(7),・']',(COUT(IX)(IY:rvl,IY:c1,IMAX) 

'.X>O FORMAT (1H , 40A1 l 

f.:, 1601こ：
と,170 WF<ITE(6,410l ,.*,. 

ら1賦> 410 FOF(MAT C 1H , All 

1;;.1・;,oc 

6200 

6210 

RETURN 

END 

(: 心:20C 

62::: 氏）1こ：

6240C 

62名0
ら2と.(l

/.:,270 

ら280

** I BLNK=LEN (IごOUT) WITHOUT BLANK ** 

と心．奴）

も：：：氏）0 

6::.:10 

r.:,:3201ご

た，'.::::::01ご

63401こ：

FUN! こ：TION IBLNK(COUT) 

CHARACTER Cl汎IT*40

IX=-LEN<COUT)+1 

10 IX=IX-1;IF(IX.LE.Ol 

IF(COUT(IX:IX).EO.' 

20 IBLNK=IX 

RETURN;END 

GO TO 20 

') GO TO 10 

INTERPIこILATION WITH A CUBIC NONPERIODIC t:PLINE 

続：50 :;::UBROUTINE S3NCX,Y,N,XX,YY,NN) 

ら：：：：1.:.,0 PARAMETER (M 1 =20か M3=1000)

637位：
在，::::::c:O DI MENそ；ION X (M 1) , Y CM 1) , :::M (M 1) , XX (M3) , YY C M::C:) , H (M 1) , ALM C M 1) 

鯰 90 知 AMUC M 1) , C (M 1) , P (M 1) , Q (M 1) , U (M 1) 

/.:.,4001こ：

6410 C1=0;AMU1=0江：N=OlALMN=O 

も4201こ：

64'.::::0 N 1 =N-1 

6440 DO 110 I=: ふ N

1.:.、4成） H(l)=X(I)-X(I-1) 

紐ら0 110 C江INTINUE

紐 70 DO 120 I=2,N1 

64:::0 ALM C I) =H (I+ 1) / (H (I) +H (I+ 1)) 

(:,4 90 AMU C I)'"1 • 0-ALM C I) 
と忠00 120 ClこINTINUE
続 ,10 DO 130 1=2, N1 
在，520 C (I) ='.::,:. O* CALM (I) * (Y (I) -Y (1-・1)) / H (I) +AMU (I)・lf (Y (I+ 1) --Y (I) > / H (I+ 1)) 

1.:.名：30 1::: ゆ C日NTINUE

65'10 CC 1)=C:1 

6550 CCN)=CN 

も5も0 AMU(1)=AMU1 

6570 ALMCN)=ALMN 

65:30 P(1)=2.0 

大阪大学大型社祁機センターニュース 66 - Vol. l・l :-:o. 4 1¥18:i-:! 



65'訳0 1~1 (1) =-AMU (1) /P (1) 
と心00 U(l〉弐：(1> /P(1 > 
終 ,10 DO 140 K=名伍 N
とム20 P (K >=ALM (v.; 〉*O(K-1)+2.0
6630 G! <I<) =-AMU (K) /P <r-:) 
と必：.40 LJ(Iく）=(Iこ：(Kl-ALM<IO*Ll(K-1)) /P(Iく）
6~ 忠0 140 CONTINUE 
終必0 E;M(Nl=U<N> 
もら70 DO 150 K= 1 , N 1 
f::.,680 K1=N1-K+1 
も690 さ；M(K1)=0(1(1 l*8M(K1+1)+U<Kl) 
6700 150 CONTINUE 
ら710 DO 1ら0 I=l,NN 
6720 XXI=XX(Il 
も730 DO 170 K=2,N 
6740 IF(XXI.GT.XOO) GO TO 170 
ら7忠） Jl叶：：
6760 GO TO 180 
と,770 170 CONTINUE 
67:::o 1so~1=,J1-1 
ら7'成） SM,J=E;M (,J l 
筵：00 ::;M,Jl=SM(,Jl) 
心310 Yc.l"'YC,J) 
6820 Y,Jl=Y(Jll 
が:::30 H.Jl=H(c.11) 
ら：：：：40 X._ll=X(,J1 l-XXI 
も850 X,J=XXI・-X (,J) 
6E:, ら0 Hc.12=H,J1*-H.J1 
も：：：：70 H,J3"'H,J2*H,J 1 
6880 YY(I l=SM~l*X,J1*X,J1*X.J/H._12-SM,J1*X,J*X,J*X~l1/H,J2+ 
(:..:: 汐O~,Y.J·*X,Jl * XJ1 * (2. O*Xc.l+H._11) /Hc.13+Y._11 *X.J*X.J* < 2. 0 ・~-X,J1+H.J1) /H,J:3 
底!()() 1紅））：：）こtNTINUE
も910 RETURN 
ら＇；心幻 END 

廿
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